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認定書業者協麟会のベージ

即売会終了おネL

4 1月 3日 に開催した即売会には 天候の悪い中 大勢

の町民にご来店をいただきありがとうごさいました

即売会には 会員から無償提供を受けた自慢の自作物を

販売し 皆様に喜んでいただ ブたと思います

研修会を開催しました

11月 24日 に開催した研修会ul 平成23年 度の戸別所得

補償について 北海道晨政事獅所地域第二課長 菊湖

`之

氏をi苺師にお招きし 70名 余りが出席して研修しました

昨年度からスタートした戸別所得補愴が今年から畑作も対象となるなど今後の農業躍営に係わる重要な内容であり

出席tF_全員からは蒙″いに質問がありました

「:'売会の様子」



「昨年の状況 と今年に向けて」 」Aよ うてい

窯
8乍年のようてい管内腱業は融雪の遅れにより、春耕■業は大幅に遅れ、温度の高饉温が同期的

に極端に変化した中で、播種や定植1乍業に影響が出ました.

6月 から8月 の北海道の気候は、例年発生するオホーツク高気EEの発生が少なくその影響をほ

とんと受けすに、勢力の強い太平洋高気圧の影響を受けた高温の空気が流入したことにより、倶

知安気象観測も平均気温が平年よリプラス2■ 3とかなり高く、降水量も平年比170%と かなり

多く、昨年の夏を一言で表すと 「猛暑多雨Jと 表現されるそうです.

夏の高温多雨と曰照不足などの天候不順により、馬鈴しょを始め、豆類や根菜類は総体||に収

Eも 品質も平年件を下回る厳しい結果となりました。現在、馬鈴しょについては価格維持のため

懸命に販売努力を続けているところですし、」Aよ うていでは、系統と連携し樋合員の営餞と生活

の安定に向けて騒対応を行つているところであります。

さて、北海道曖業は、農業者の高齢イしとlBい手の不足など、地域慶業の構造変化が続く中で、

晨地制度改革や食料 慶業 農村基本計画の見直し、戸別所得補償制度のXの モデル対策導入、

また本年から畑「物の戸別所得補l■制度の■入など、腱業政策は大転換期を迎えております.

一方、国の方の政府は、昨年10月 1日の衆参両院本会議において、 「環太平洋連携協定
(TPP)等 への参力屹 検討表明し、 11月 9日 間催の間議において 「ヨ括0,経済連携に関する基

本方針Jを 決定しました.慶 業分野については、管首相を議長とする 「農業構造改革推進本部J

を立ち上げ本年6月 を目途に経済連糖の推進と食ll自給率の向上 国内慶業 農村の振興と両立

させるための基本方針を取りまとめることで進めております。

TPPに ついて、農業の分野だけにとこまらず、晨業の没落は失業増や消費贈買力の減衰に連鎖

し、国=保 全能力の低下をも3き 起こす恐れもあります。それより何より、この国の食料自給率

の一段のさらなる低下を3き 起こし、北海道農業はもとより、関連産業、地域経済に深刻な影響

をおよばすことが危惧されております。

このため、」Aグルーカ ヒ海道と連携味 断固阻上の立場から、今後も、全国のJA勿 レープや

違内の経済 消費者団体などと連携し、あらゆる対応を図ってまいる所存であります。

こうした中、JAよ うていては第3次 中期経営計画で設定してます各事業の目標達成に向け、第

2 第3フロックのフロック化 (支所の再編)を 実施し、業務体制の効率化と一日の事務コストの

低減を進め、組合員の営農と生活を守るべく、第4次 経営計画 (平成25年 ～)へ とつなけて参

りたいと考えております。

また 本年から機構のなかで新たに 「圃場情報分析室J(仮 称)を 設置嗽 現在まで蓄積され

た、マッビング ユ壊分析 生産履歴等の営慶データーを活用した組合員へのサポート体制を確

立し、個々のレベルアップにより腱業経営の安定化による持続型安定経営の確立を目指したいと

考えております。

最後に、景気の低迷や、EPA ttA農 業交渉等の進展が、私とも晨業界に与える影響が懸念さ

れます瓜 組合員の皆さんをはじめ役職員が 『一人は万人のために、万人は一人のために』とい

う協同組合の理念をより所にして、」Aへの結集を強め、協同運動を強力に展開することにより、

この苦境を打開できるものと確信しております.

本年は災書がなく豊穣の出来秋を迎えることができますよういから祈念申し上げます
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※  届いていない方0新 たに該当される方は 役場2階  ※  8月 26曰  東北 北海道晨業活性化フォーラム
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メ

糞  8月
18日  利用閥整会脚 3班 )

‡ 11:1;: 曇嘗督量巫小委員会
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農業者年金に加入を
12月 13日  腱地等利用調整会議 く2班 )

12月 27日  第 120総 会

～農業者年金 の特徴 とメ リ ッ ト～

0朧 業者の方なら広く力]入できます_- 60歳 未満の人  国民年金第1号被保険者  年間

∞ 曰以上晨業に従事t/~いる人

(D終葺年金で80帯 までの保IT付■ 一年金は生涯支綸されます 仮に力0入者 受給者麺 歳前

に亡くなった場合でも 死亡した翌月から80Hま でに受け取れるはすであった層業者老齢年金が

死亡一時金として遺族に支給されます

0大 きな税鮨1特例 ― 保い は 全頷が社会保険料控除の対象になり、毎年の所動 と住民税爪

節税できます.

4~保IIANの額|き 自由に撰択 一 月352万円から6万7千円までの間で千円単位で自由に選択で

き、いつでも見直すことができます.

6担 い手には 保瞼料の勧成も 
一 認定姜業者て 年金等の一定の要件を満たす方は、保険料

の国暉補助があります。

X申込などは 慶桑委員 」AIB当者 農業委員会までお気軽に相:1下さい。
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